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Q1：「標本化と量子化の意味と違いを述べよ」（5点）
Q2：「色の三属性とは何か説明せよ」
（6点）
Q3：「画像のヒストグラムとは何か述べよ、またdisplay又はgimpを使って画像のヒストグラムを可視化した画像を作成せよ」
（10点）
Q3のヒント: display (Image Magick)で画像を開いて左クリック→Miscellany→Show Histogramで表示＋キーボードの右上「Print Screen」でスクリーンショット.
Q4：「焦点距離、色収差、被写界深度をそれぞれ説明せよ」
（6点）
Q5：「距離画像と輝度画像の違い、及び距離画像取得方式を二つ以上挙げて、ステレオビジョンとは何かを説明せよ」
（5点）
Q6：「コントラスト及びトーンカーブとは何かそれぞれ述べよ」
（8点）
Q7：「表色系と色空間の種類をそれぞれ５つ挙げよ」
（5点）
Q8：「ガンマ補正、カラーマッチング、限定色表示、ディザ処理から一つ選び説明せよ」
（5点）
Q9：「gimpを用いてトーンカーブを変更し入力画像をポスタリゼーションせよ」
· 入力画像とトーンカーブのスクリーンショット及び出力画像を載せる事.
· カラー画像とグレースケール画像の例を合わせて5種類載せる事(各5点).
（25点）
Q9のヒント: 端末にて「gimp &」と打ち込みエンターキーでgimpが立ち上がるので、画像を開いて色メニューのトーンカーブを選ぶとトーンカーブの調整が可能.
Q10：「gimpを用いてトーンカーブを変更し入力画像をソラリゼーションせよ」
· 入力画像とトーンカーブのスクリーンショット及び出力画像を載せる事.
· カラー画像とグレースケール画像の例を合わせて5種類載せる事(各5点).
（25点）
Extra：「グレースケール(pgm)画像を入力し、輝度値をHueの疑似カラー化したカラー画像(ppm)を出力するプログラムを作成し、実行結果を載せよ.」
· プログラムファイル名: Report02_Extra.cxx
· コンパイル: g++ Report02_Extra.cxx –lm
· 実行: ./a.out 入力ファイル名 出力ファイル名
· 上記の実行で入力pgm画像ファイルに対して出力ppm画像を出力する.
（50点）
Extraのヒント: Ex01.zip中のex01.cxxとex01_2.cxxを組み合わせれば出来る. 
輝度値からHueへの変換式は、入力のグレースケールの輝度値(0-255)をIとすると以下の式を用いてRed,Green,BlueはR(I),G(I),B(I)となる.
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つまり、上記式をそれぞれ関数として作る→pgmファイルを開く→Image *inに格納→出力用
Image *R = new Image(in->sx,in->sy); 
Image *G = new Image(in->sx,in->sy);
Image *B = new Image(in->sx,in->sy);
を作ってforの二重ループ内で
R->img[i][j] = R(in->img[i][j]);
G->img[i][j] = G(in->img[i][j]);
B->img[i][j] = B(in->img[i][j]);
としppm画像として保存.
